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解説
★★★ （1） 「反射の法則」より、入射角と反射角の角度は同じである。

★★★★ （2）

★★★★★ （3）

解説
★★ （1） 水面に垂直な線と入射光との間にできる角度を入射角という。

★★★ （2） 水中から空気中に光が出るときは入射角＜屈折角となる。

★★★★ （3） 実際に水を天井付近まで増やしてみるとわかるよ！

★ （4） （4）のような現象を全反射という。

★★★★★ （5）

目から鏡の下の端をみたときの角度（入射角）と反射した角度は一緒になることから線で結んでいくと、ウになる。
（※図2参照）
XからYまで1回目に鏡Aに当たった点をA1、2回目に鏡に当たった点をA2とする。X、A1、A2、Yは4等分になるの
で、30÷4＝7.5、A1～A2までの距離は7.5×2＝15ｃｍ　※図3参照

図1を参考にして図3に作図を書いていくとよい。水面がa～ｂのときはまだQは浮かび上がってこない。ｃの位置に
水面が達したときQが浮かびあがってくる。図3解答例解説を参照。

1 （2）（1）

ウ

（3）

　　　15　　　ｃｍ

（1） （2） （3） （5）（4）

全反射 ウイ ｄ ア

2

目標時間

30分1.光の性質（解答）

単元3 身近な物理現象

★・・・簡単 ★★・・・少し簡単 ★★★・・・標準 ★★★★・・・少し難しい ★★★★★・・・難しい ★★★★★★・・・かなり難しい

水を注いでない場合 aの位置に水がある場合 ｂの位置に水がある場合 ｃの位置に水がある場合 ｄの位置に水がある場合
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解説
★★★ （1） 虫眼鏡で文字を見ると実際の文字よりも大きく見えた像を虚像という。（ウ）

★★★ （2） 解答欄参照。

★★ （3） スクリーンにできる像は実像であり上下左右反対となる。

★★ （4）

★★★ （5） 凸レンズの上半分を黒い布で覆うと、像の大きさは変わらず、明るさは暗くなる。（ク）

★★★ （6）

★★★ （7） 物体を焦点に近づけていくとき、像の大きさは、はじめに比べて大きくなる（ア）。

★★★ （8）

★★★★ （9）

スクリーンに像がうつったとき、物体と凸レンズの距離＝凸レンズとスクリーンの距離になったので、このときの凸
レンズ焦点距離は20÷10＝10ｃｍとなる。

虚像ができる条件は、物体から凸レンズまでの距離（a）が焦点距離（ｆ）より小さいときである。よってa＜ｆ（ウ）が
答えとなる。ちなみに実像ができる条件は、アa＞ｆである。

凸レンズから物体までの距離を焦点距離の2倍にしたとき、凸レンズによってできた像の大きさは物体と同じ大き
さになる。よって、1倍。

物体を焦点に近づけていくとき、スクリーンに像ができるようにするためには、スクリーンを凸レンズから遠ざける
（イ）。

1

目標時間

25分2.凸レンズのはたらき（解答）

単元3 身近な物理現象

★・・・簡単 ★★・・・少し簡単 ★★★・・・標準 ★★★★・・・少し難しい ★★★★★・・・難しい ★★★★★★・・・かなり難しい
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解説

★★ （1） 音さのように音を発する物体を「音源」という。

★★ （2） 音さは音を発しているとき振動している。

★★★★ （3） Hz（ヘルツ）＝振動数÷秒より、図2のグラフから読み取ると2（回）÷0.004（秒）＝1000÷2＝500Hzとなる。

★★ （4） 弦の長さが長いと音の高さは高くなる（ウ）。

★★★ （5） 弦が太いと音の高さは低くなる（ウ）。

★★ （6） 弦を強く張ると音の高さは高くなる（ア）。

★★★ （7） 最も大きくて高い音は、振幅が最も大きく（音の大きさ）、振動数が最も多い（音の高さ）ものを選ぶとよい。

★★★ （8） 5.1ｋｍを15秒かかったということは、式は5100（ｍ）÷15（秒）＝340ｍ/sとなる。

★★★ （9） 光の速度は音の速度よりはるかに速い。※音の速さは約340ｍ/s、光の速さ299792458m /s

（4） （5） （6） （7）

ウ ア

音よりも光の速さの方が速いから。

音源 振動 　　　　500　　　Ｈｚ ウ イ

（8）

　　　340　　ｍ/秒

（9）

（1） （2） （3）1

目標時間

20分3.音の性質（解答）

単元3 身近な物理現象

★・・・簡単 ★★・・・少し簡単 ★★★・・・標準 ★★★★・・・少し難しい ★★★★★・・・難しい ★★★★★★・・・かなり難しい
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解説
★★

★★ （2） ばねののびとばねに加えた力の大きさは比例し、この法則を「フックの法則」という。

★★★ （3）

★★★ （4） 1N＝100ｇで（3）より、1Nで0.6ｃｍのびる。よってばねの長さは2＋0.6＝2.6ｃｍとなる。

★★★★ （5）

解説

★★★ （1）

★★★ （2） 物体A3.2Nを示し、水中では1.8Nだったことから、浮力は3.2－1.8＝1.4Nとなる。

★★★★ （3） 水中の物体の物体には水の深さが深いほど大きな圧力がはたらく。

★★★★★ （4）

★★★★ （5）

表より、分銅1個（200ｇ）で1.2ｃｍのびることが分かる。100ｇでは1.2÷2＝0.6ｃｍのびるので、50ｇで0.6÷2＝0.3
ｃｍのびる。よって50ｇの分銅1個つるしたときのばねの長さは2＋0.3＝2.3ｃｍとなる。

1個200ｇの分銅を3個つるしたときの力の大きさは200×3＝600ｇ＝6N、1Nで0.6ｃｍのびるので、6Nでは0.6×6＝
3.6ｃｍ、よって2＋3.6＝5.6ｃｍとなる。

圧力（Pa）＝力の大きさ（N)÷力を受ける面積（　　　）＝力の大きさ（N）÷力を受ける面積（　　　　）×10000でもと
めることができる。3.2÷（4×5）×10000＝1600Paとなる。

①　ニュートンはかりは0よりも大きい値を示していたことから、重力の方が浮力よりも大きいことがわかる。
②　物体Bは水に浮いたことから、一見、浮力の方が重力よりも大きいと考えがちだが、このとき重力と浮力の大き
さは等しい。
③　空気中では物体の質量は変わらないので、重力もかわらない。水中でも重力の大きさは変わらない。

水から受ける浮力の大きさは、物体が押しのけた重力の大きさに等しいので、深さが深くなっても浮力の大きさは
変わらない。

① ② ③ ④

B A D C

（5）

　　　2.6　　　cｍ 　　　5.6　　　cｍ

（4）（1） （2）

比例 　　　2.3　　　cｍ

（3）1

2 （3） （5）
① ② ③

イ カ ケ
　　1600　　　Pa 　　　1.4　　　N イ

（4）

ア

（1） （2）

     

目標時間

30分4.力と圧力（解答）

単元3 身近な物理現象

★・・・簡単 ★★・・・少し簡単 ★★★・・・標準 ★★★★・・・少し難しい ★★★★★・・・難しい ★★★★★★・・・かなり難しい
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